
厚生労働部会次第

平成 23年 5月 31日 (火 )

8時半  党本部 702号 室

【議題】予防接種法及び新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等
に関する特別措置法の一部を改正する法律案について

一、開会・進行 田 村 憲 久 部会長

一、予防接種法及び新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済
等に関する特別措置法の一部を改正する法律案について

(説明)厚 生労働省

(質疑・応答 )

一、閉会

【厚生労働省出席者】

健康局   外 山 局 長

松 岡 総務課長

亀 井 結核感染症課長
医薬食品局 間 杉 局 長

三 宅 血液対策課長



予防接種法及び新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等に関する 資料 1

電       特別措置法の一部を改正する法律案の概要

。「感染力は強いが、病原性の高くない新型インフルエンザ」に対応する新たな臨時接種を創設

・都道府県の協力のもと、住民に身近で、かつ、インフルエンザ予防接種の実務に精通した市町村が実施
(国はワクチンの供給等について必要な措置を講ずる)

… Ⅲ対象者に接種を受ける努力義務は課さないが、行政は接種を受けるよう「勧奨 l
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・公的関与(勧奨)の程度を踏まえ給付水準を引き上げ (現行の臨時接種等と二類定期接種との間の水準)

※併せ

…・低所得者を除き、接種対象者から実費徴収可能

∩●日色燿劇合

・国 1/2、 都道府県1/4、 市町村1/4
(接種費用(低所得者の減免分)・健康被害救済)

ヽ´菫 a.

新型インフルエンザ

ワクチン接種事業

新たな臨時接種

政府は、新型インフルエンザワクチンの確保のため、特例承認を受けたワクチンの製
造販売業者と損失補償契約を締結できることとする。(5年間の時限措置)

当面の緊急措置として、先般の「新型インフルエンザ(A/HlNl)」と同等の 新たな「感染力は強いが、病原性の高くない新型イン
フルエンザ」が発生した場合の予防接種対応を万全にする。

1については公布の日から起算して二月を超えない範囲において政令で定める日、2については公布日

※検討規定として予防接種の在り方等の総合的検討、損失補償契約の規定に係る5年以内の検討を行うこととしている。



予防接種体系図
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新たな臨時接種に係る健康被害救済の給付水準について

公
的
関
与
の
度
合
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新たな臨時接種の健康被害救済の給付水準については、
「現行臨時接種及び―類疾病の定期接種」と「二類疾1病の
定期接種」の間の水準とする
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新たな臨時接種に係る健康被害救済の給付額 (政令事項)

○平成21年 10月 から実施していた新型インフルエンザ (A/Hl Nl)接 種事業についても
新たな臨時接種と同額に遡及して引き上げる予定

注1)金額は千の位を四捨五入して示した。
注2)現行の臨時接種及び―類疾病の定期接種並びに新たな臨時接種の障害児養育年金及び障害年金については、

上表とは別に介護加算(1級 :84万円、2級 :56万円)がある。また、特別児童扶養手当、障害基礎年金等を受
給している場合併給調整がある。

注3)医療費、医療手当、葬祭料は同じ額なため省略している(ただし、二類疾病の定期接種等は通院は対象外)。
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障害児養育
年金 (年額 )

1級 152万円 119万円 85万円

2級 122万円 95万円 68万円

障害年金

(年額 )

1級 488万円 380万円 271万円

2級 390万円 304万円 217万円

3級 293万円 228万円

死亡時の給付

死亡一時金

4,270万円

死亡一時金

【被害者が生計維持者の場合】
3,320万円

【被害者が生計維持者以外の場合】

2,491万円

【被害者が生計維持者の場含】

遺族年金   237万 円

(最長10年分 2,370万円 )

【被害者が生計維持者以外の場合】

遺族一時金 711万円



[目 標]全国民分の新型インフルエンザワクチンを約半年で生産可能な体制を平成25年度中を  |―
― ―
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目途に構築。 →可能な限り前倒しに努めている                  |
|

細胞培養法を開発することにより、現在の鶏卵培養法では1年半～2年を要する全国民分の

墾絶土年に短縮。

卵での生産 (1年半～2年 )

ヽ

ノ
蠅

有精卵

細胞培養での生産 (約半年 )

凰 :I口
:

細胞バンク
ウイルスの精製  ウイルスの不活化等

目途とする5年間には、生産されるワクチンの有効性、安全性、品質の確認に要する期間
(薬事承認の審査期間等)が含まれる。

⇒

呻
ワクチン
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細胞・ウイルス培養



①非臨床試験等
●■■■■●■●●中●●l _       l  ●■■
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必要に応 じ、品質試験 ・

製法確立等の追加検討
非臨床、品質試験 ・製法確立等

②臨床試験等

③生産設備整備

実験用プラント整備
/増殖性試験等 バ リデーション工場設計、工場施工

相談・審査等
審査 に係 る事前相談

承認申請
→迅速な審査

①
③

※

② :薬事承認申請に向けたデータ収集等 (検討すべき技術的要素を含む)

:生産目標達成に向けた体制整備等
基金事業は平成 21年 5月 の第 1次補正予算で創設
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(1)予防接種法の対象となる疾病ロワクチンのあり方
・ 予防接種法の対象となっていない疾病ロワクチンの評価や位置付け

例 :Hib(インフルエンザ菌b型 )、 肺炎球菌、HPV(ヒトパピローマウイルス)、 水痘など

(2)予防接種事業の適正な実施の確保
・ 国、ワクチン製造販売口流通業者、医療機関 (医師)などの関係者の役割分担
口予防接種により生ずる健康被害の救済制度、被害認定の方法、不服申し立て
B接種の優先順位付けのあり方 等

(3)予防接種に関する情報提供のあり方
口予防接種の意義や健康被害が生じる可能性等の情報提供のあり方

(4)接種費用の負担のあり方
口予防接種の果たす役割や特徴等を踏まえた、その費用負担のあり方

(5)予防接種に関する評価・検討組織のあり方
・ 予防接種施策の総合的な方針の検討や副反応等の安全性評価など、予防接種施策を恒常的

に評価・検討する体制のあり方
口その際の機能 (権能 )、 構成メンバー、制度運営に当たる人員等の体制 等

※予防接種施策の総合的な方針については、当該評価・検討組織が設置された際に、その中で具体的に検討されることとなる

(6)ワクチンの研究開発の促進と生産基盤の確保のあり方
ロワクチンの研究開発や生産基盤の方策

7
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第 6回 平成 22年 3月 15日
今後の進め方について

第 7回 平成 22年 4月 21日
ワクチンの研究開発の促進と生産基盤の確保

第 8回 5月 19日
予防接種に係る副反応報告について

予防接種の医療経済性の評価について

感染症の発生動向調査について

第 9回 6月 16日
予防接種に関する評価 口検討組織について

予防接種に関する情報提供のあり方について

第 10回  6月 23日
予防接種の実施体制について

予防接種にかかる健康被害救済について

第 11回 7月 7日
予防接種法の対象となる疾病・ワクチンに
ついて

国立感染症研究所より「ファク トシー ト
(7月 7日版)」 を提出

0第 12回 8月 27日
ロワクチン評価に関する小委員会について
→ ワクチン評価に関する小委員会を設置

・ヒトパピローマウイルス (HPV)ワ クチンについて

0 第 13回  9月 14日
・予防接種に対する考え方について
口予防接種に関する評価・検討組織の有 り方について

0 第 14回  10月 6日
・予防接種部会から意見書を提出
・予防接種に関する情報提供のあり方について
・予防接種事業の適正な実施の確保について

(副反応報告についてを含む)

・接種費用の負担のあり方
・ワクチンの研究開発の促進、生産基盤のあり方について

0 第 15回  10月 29日
・ 部会において委員等よりいただいたご意見の整理 (案 )

・費用のあり方に関する議論において特に留意する点
・予防接種にかかる費用について

※ワクチン評価に関する小委員会において6回にわたり議論

O 第 16回 平成 23年 5月 26日
・ ワクチン評価に関する小委員会 報告書について

※当初3月 11日 に開催したが、東日本大震災の発生により中断。

0

0

0



<平成22年度補正予算>

予防接種部会における意見書 (lo月 6日 )や、国際動向、疾病の重篤性等にかんがみ、子宮頸

がん予防(HP∨)ワクチン、ヒブ(インフルエンザ菌b型 )ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンは、予

防接種法上の定期接種化に向けた検討を行うこととしている。

Oこれを踏まえ、対象年齢層に、緊急にひととおりの接種を提供して、これらの予防接種を促進す

るための基金を都道府県に設置し、補正予算において必要な経費を措置する。

■基金の助成範囲等

O基 金の対象疾病ロワクチン :

・ 子宮頸がん予防(HPV)ワクチン
ロヒブ(インフルエンザ菌b型 )ワクチン
・ 小児用肺炎球菌ワクチン

○ 基金の設置 :基金は、都道府県に設置し、市町村の事業に対し助成する

O負 担割合 :国 1/2、 市町村1/2(※ 公費カバー率9割 )

(市町村における柔軟な制度設計は可能)

○ 基金の期間 :平成23年度末まで(平成22年度～23年度 (2カ年))

Oそ の他:被害救済に万全を期するため、助成対象事業には民間保険への加入等を要件とする



本事業の接種の対象者は、以下のとおり。

【接種対象者】・中学1年生(13歳相当)～高校1年生(16歳相当)の女子(3回接種)

※標準的な接種パターン
・ 中学 1年生 (13歳相当)の女子に3回接種

(例外として、小学校6年生 (12歳相当)の女子も対象とすることも可能 〔この場合の助成対

【接種対象者】・0～ 4歳の乳幼児
<接種回数>
0歳時に3回※(初回免疫)、 1歳時に1回 (追加接種)

・1歳時に開始した場合、2回接種
・2～4歳時に開始した場合、1回接種 ※7か月1

… ……―……―́――――……‐……………………………………………ユーー__……ンイ0

【接種対象者】口0～ 4歳の乳幼児



(調査期間 :平成22年 12月 14日～平成22年 12月 20日 )

実施対象ワクチン

22～ 23年度に実施する
予定の市区町村数

r― ― ― ‐ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

:雪 1
△
ロ

3ワクチン実施

子宮頸がん予防ワクチン
ヒブワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

:

1,7451             99.フ
:

:

2ワクチン実施

子宮頸がん予防ワクチン
ヒブワクチン 21

!

0.1

子宮頸がん予防ワクチン
小児用肺炎球菌ワクチン

‐
月・Ｌ〕
‐

0.0

ヒブワクチン
小児用肺炎球菌ワクチン 0.1

1ワクチン実施

子宮頸がん予防ワクチン 21
:

0.1

ヒブワクチン コＱ 0.0

小児用肺炎球菌ワクチン
‥α 0.0

合計
l175(1                   lo(〕 .0

実施対象ワクチン別の事業実施予定市区町村数

(注 1)調査実施時の市町村数は1750。
(注2)22～ 23年度に実施する予定の市区町村数は、当該年度の一定期間内において当該ワクチンの接種を行う
市区町村数を含む

■
，

■

‥



○新型インフルエンザワク
チン接種について、導入
時に混乱が見られたほ
か、輸入ワクチンの余剰、
医療機関在庫が大量に
生じた。

●今回の経験を踏まえ、新型インフルエンザ(A/HlNl)対策総括会議において、検証を
行い(平成22年 6月 に報告書とりまとめ)、 政府の意思決定過程を明確化する方向で、
現在、政府全体で行動計画及びガイドラインの見直しを検討中。

●輸入ワクチンメーカーと契約変更を行うことで、輸入ワクチンの余剰を可能な限り縮減
(273億円の節約)。

●医療機関のワクチン在庫は解消 (製造・流通業者のご協力の結果)(平成22年9月 に
実施)。 今回のことを教訓に、国による流通管理が必要となる場合には、在庫が生じな
いようにする等、適切な対応を検討する。

●改正後の予防接種法第6条第4項の緊急時における国のワクチン供給等の責任につ
いての規定を踏まえ、新型インフルエンザ発生時のワクチンの確保及び流通の在り方
について、製造販売業者、卸売販売業者等の意見を十分に踏まえ、従来の流通慣行
の改善を図るべく検討。

○国産ワクチンに対する
損失補償規定がない。
国産ワクチンの生産体
制の基盤強化を図るベ

き。

●新型インフルエンザ発生時のワクチン確保は、危機管理上、国産ワクチンを最優先で
確保することが必要。現段階では、国産だけでは賄いきれず、緊急に海外からワクチ
ンを輸入しなければならない事態が想定されるため、5年間の時限措置として、特例承
認されたワクチンを損失補償契約を締結してでも必要量海外から輸入できるようにす
るもの。
※損失補償契約を締結しなければ、緊急時の新型インフルエンザワクチンの輸入は
困難

●損失補償の規定は、国内でのワクチンの生産体制の強化を図つた上で、国産ワクチン
では国内における需要を充たせない場合に、適用を検討。



●改正法附則第6条第2項の緊急時におけるワクチン確保等に関する関係者の役割の
在り方等の検討の際には、製造販売業者に対する損失補償の在り方についても検討。
その場合、国産ワクチンと輸入ワクチンとの間で不合理な差異が生じないよう考慮。

●国産の新型インフルエンザワクチンについては、通常の承認により供給されるため損
失補償契約の対象とはならないが、供給力強化のため、生産基盤整備促進の助成事
業を平成22年度から実施し、半年で全国民分のワクチンを国内だけで供給できる体
制を平成25年度中を目途に整備予定。昨年7月 に1次事業採択、本年2次事業実施
と、5年以内に、国産ワクチンで全国民分を賄いきれる状況を作り出しつつある。更に
その充実強化に努める必要がある。
※平成21年度補正予算にくミリ、1,190億 円の基金を造成して支援

●平成22年 2月 の予防接種部会「第一次提言」を受け、緊急に講ずべき措置として新
型インフルエンザ対策のための法案を提出した後、予防接種部会において、平成22
年3月 以来11回にわたり、予防接種のあり方全般について議論。

●今後、これまで議論を重ねてきた論点 (予防接種法の対象となる疾病。ワクチンのあり
方、副反応報告。健康被害への対応、予防接種に関する評価・検討組織のあり方等)

について、議論の中間的な状況を整理するとともに、早急に結論を出すべく検討中。

●また、予防接種部会の意見書 (平成22年 10月 6日 )等に基づき、子宮頸がん予防ワク
チン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンについては、平成22年度補正予算 (約
1,085億 円)において接種事業を創設し、実施中(平成22年 10月 ～)

|

(参考)

○改正後の予防接種法第 6条第 4項
国は、第一項又は前項に規定する予防接種の円滑な実施を確保するため、ワクチンの供給等に関 し必要な措置を講ずるものとする。

○改正後の予防接種法附則第 6条第 2項
政府は、この法律の施行の日から五年以内に、緊急時におけるワクチンの確保等に関する国、製造販売業者 (薬事法 (昭和三十五年法

律第百四 十五号)第十二条第一項の医薬品の製造販売業の許可を受けた者をい う。)等の関係者の役割の在 り方等について総合的に検討
を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。

○欧米に比べてワクチン政策
が遅れている中で、予防接
種のあり方全般について早
急に結論を出すべき。



予
防
接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
要
綱

第

一　

改
正
の
趣
旨

我
が
国
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
実
施
状
況
等
に
か
ん
が
み
、

新
た
な
臨
時
の
予
防
接
種
の
実
施
方
法
を
定
め
る
等
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。

第
二
　
予
防
接
種
法
の

一
部
改
正

一
　

予
防
接
種
の
実
施
に
関
す
る
事
項

１
　
臨
時
の
予
防
接
種

１
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
二
類
疾
病
の
う
ち
当
該
疾
病
に
か
か

つ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
も
の
の
ま
ん
延
予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
対
象
者
及
び
そ
の
期
日
又
は
期
間

を
指
定
し
て
、
政
令

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
通
じ
て
市
町
村
長
に
対
し
、
臨
時
に
予
防
接
種

を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道

府
県
の
区
域
内
で
円
滑
に
当
該
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
当
該
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要
な
協
力
を
す
る
も
の



と
す
る
こ
と
。

（第
六
条
第
二
項
関
係
）

２
　
国
は
、
臨
時
の
予
防
接
種

（
１
の
予
防
接
種
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
等
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
六
条
第
四
項
関
係
）

２
　
予
防
接
種
の
勧
奨

市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、　
一
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
又
は
臨
時
の
予
防
接
種
の
対
象
者
に
対
し

、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
該
対
象
者
が
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
成

年
被
後
見
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

（第
七
条

の
二
関
係
）

３
　
被
接
種
者
等
の
責
務

予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
努
め
る
責
務
を
、
１
の
１
の
予
防
接
種
の
対
象
者
に

つ
い
て
は
課
さ
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。

（第
人
条
関
係
）

一
一　
費
用
負
担
に
関
す
る
事
項

１
　
費
用
の
負
担



一
の
１
の
１
の
予
防
接
種
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
は
、
市
町
村
が
支
弁
し
、
そ
の
費
用
の
四
分
の

一
を
都
道
府

県
が
、
三
分
の

一
を
国
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
こ
と
。

（第
二
十
二
条
第
二
項
関
係
）

２
　
実
費
の
徴
収

一
の
１
の
１
の
予
防
接
種
を
行

っ
た
者
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
を

除
き
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（第
二
十
四
条
関
係
）

〓
一　
事
務

の
区
分
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

一
の
１
の
１
の
予
防
接
種
の
実
施
に
係
る
事
務
は
地

方
自
治
法
の
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
こ
と
。

（第
二
十
五
条
関
係
）

四
　
損
失
補
償
契
約
に
関
す
る
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
間
を
限
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
世

界
的
規
模
で
需
給
が
著
し
く
ひ
っ
迫
し
、
又
は
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
早
急
に
確
保
し
な
け
れ
ば
国
民
の

生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ



ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る
製
造
販
売
業
者

（新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
製

造
販
売
に
つ
い
て
、
薬
事
法
第
十
四
条
の
三
第

一
項

（特
例
承
認
）
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）
を
相
手
方
と
し
て
、
当
該
購
入
契
約
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す

る
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
に
係
る
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失
そ
の
他
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
性
質
等
を
踏
ま
え
国
が
補
償
す
る
こ
と
が
必
要
な
損
失
を
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
購
入
契
約

（損
失
補
償
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
場

合
に
は
閣
議
の
決
定
を
、
損
失
補
償
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（附
則

第
六
条
関
係
）

第
二
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正

一　

題
名
を

「新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
と
す
る
こ
と
。

一
一　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
の
副
作
用
救
済
給
付
に
係
る
政
令

の
規
定
を
参
酌
し
て
、
給
付
の
額
、

支
給
方
法
そ
の
他
給
付
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
政
令
で
定
め
る
旨
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
。

（第
五
条
関
係
）

〓
一　
特
例
承
認
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
と
の
補
償
契
約
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
。

（第



十

一
条
関
係
）

第
四
　
附
則

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
二
の

一
か
ら
三
ま
で
、
第
二
の
二
及
び
第
四
の
二
に

つ

い
て
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
。

（改
正
法
附
則
第

一
条
関
係
）

一
一　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
関
す
る
特
例

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
う
ち
臨
時
の
予
防
接
種
の
対
象
と
し
た
も
の
等
に

つ
い
て
は
、
予
防
接
種
法
の

一

部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号
）
附
則
第
二
条
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
の

対
象
者
を
高
齢
者
に
限
定
す
る
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（改
正
法
附
則
第
二
条
関
係
）

〓
一　
検
討

１
　
政
府
は
、
伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
、
改
正
後
予
防
接
種
法
の
規
定
の
施
行
の
状
況

等
を
勘
案
し
、
予
防
接
種
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講



ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（改
正
法
附
則
第
六
条
第

一
項
関
係
）

２
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
等
に
関
す
る
国
、
製
造

販
売
業
者
等
の
関
係
者
の
役
割
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（改
正
法
附
則
第
六
条
第
二
項
関
係
）

四
　
経
過
措
置
等

こ
の
法
律

の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、

と
す
る
こ
と
。

関
係
法
律
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の



予
防
接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律

（予
防
接
種
法
の

一
部
改
正
）

第

一
条
　
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
人
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「第
二
十
七
条
」
を

「第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
二
類
疾
病
の
う
ち
当
該
疾
病
に
か
か
つ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
も
の
の
ま
ん
延
予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
対
象
者
及
び
そ
の
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し

て
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
通
じ
て
市
町
村
長
に
対
し
、
臨
時
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
円
滑
に
当
該
予
防
接

種
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
当
該
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要
な
協
力
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
国
は
、
第

一
項
又
は
前
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
等
に
関
し
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一
頁



二

頁

第
七
条
中

「前
条
第

一
項
」
の
下
に

「若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

第
七
条
の
ニ
　
エ巾
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
で
あ

つ
て

一
類
疾
病
に
係
る
も

の
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
対
し
、
定
期
の
予
防
接
種

（第
二
条
第

一

項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
を
い
い
、
当
該
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該

当
す
る
も
の
で
あ

つ
て
市
町
村
長
以
外
の
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ

つ
て

一
類
疾
病
に
係

る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種

（第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
を
い
い
、
当
該
予
防
接
種
に
相
当

す
る
予
防
接
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

つ
て
同
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
が
あ

つ
た
日
以
後
当
該
指
定
に
係
る
期
日
又
は
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
の
間
に
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長

以
外
の
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
対
象
者
が
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

保
護
者
に
対
し
、
そ
の
者
に
定
期
の
予
防
接
種
で
あ

つ
て

一
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
第

一
項
中

「第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種

（当
該
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
で
あ

つ
て
、
市
町



村
長
以
外
の
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下

「定
期
の
予
防
接
種
」
と
い
う
。
）
」
を

「定
期
の
予
防
接
種
」
に

、

「第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種

（当
該
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
で
あ

つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
指

定
が
あ

つ
た
日
以
後
当
該
指
定
に
係
る
期
日
又
は
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
の
間
に
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
以
外
の
者

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下

「臨
時
の
予
防
接
種
」
と
い
う
。
）
」
を

「臨
時
の
予
防
接
種

（同
条
第
二
項
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
で
あ

つ
て

一
類
疾
病
に
係
る
も

の
又
は
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
」
を

「前
項
」
に
改
め
、

「臨
時
の
予
防
接
種
」
の
下
に

「
（第
六
条
第
二

項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
九
条
中

「第
六
条
第

一
項
」
の
下
に

「若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中

「平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
」
の
下
に

「。
附
則
第
六
条
第

一
項
に
お
い
て

「感
染
症
法
」
と
い

う
。
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中

「に
よ
り
、
」
の
下
に

「前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
支
弁
す
る
額

（第
六
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
中

「第
二
条
第

一
項
」
の
下
に

「
又
は
第
六
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

三

頁



四

頁

第
二
十
五
条
中

「第
六
条
」
を

「第
六
条
第

一
項
か
ら
第
二
項
ま
で
」
に
改
め
、

「同
条
第

一
項
」
の
下
に

「及
び
第
二

項
」
を
加
え
、

「及
び
」
を

「並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
及
び
第

二
十
七
条
を
削
る
。

第
二
十
人
条
を
附
則
第

一
条
と
し
、
第
二
十
九
条
を
附
則
第
二
条
と
し
、
第
二
十
条
を
附
則
第
二
条
と
し
、
第
二
十

一
条

を
附
則
第
四
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
附
則
第
五
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
削
る
。

附
則
に
次

の

一
条
を
加
え
る
。

第
六
条
　
政
府
は
、
予
防
接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
　
　
　
口こ

の
施
行
の
日
か
ら
五
年
間
を
限
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

（感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ

ン
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
世
界
的
規
模
で
需
給
が
著
し
く
ひ
つ
迫
し
、
又
は
ひ
つ
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

、
こ
れ
を
早
急
に
確
保
し
な
け
れ
ば
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る
製
造
販
売
業
者

（薬
事

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第

一
項
の
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ

つ
て

法  き



新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売

（同
法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
製
造
販
売
を
い
う
。

に
つ
い
て
、
同
法
第
十
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の

（当
該
承
認
を

受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
を
相
手
方
と
し
て
、
当
該
購
入
契
約
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
に
係
る
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失
そ
の
他

当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
性
質
等
を
踏
ま
え
国
が
補
償
す
る
こ
と
が
必
要
な
損
失
を
政
府
が
補

償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約

（以
下

「損
失
補
償
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
購
入
契
約

（当
該
購
入
契
約
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い

て
損
失
補
償
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
購
入
契
約
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
閣

議
の
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
政
府
は
、
損
失
補
償
契
約
の
締
結
前
に
、
当
該
損
失
補
償
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
当
該
損
失
補
償
契
約

（次
項
の
規
定

に
よ
る
国
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
そ
の
効
力
の
発
生
の
条
件
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
損
失
補
償
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
政
府
は
、
速
や
か

五
頁



エハ
百
（

に
、
当
該
損
失
補
償
契
約
の
締
結
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
九

十
人
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法

目
次
中

「第
二
章
　
特
例
承
認
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
と
の
補
償
契
約

（第
十

一
条
）
」
を
削

スυ
。第

一
条
中

「と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
に
よ
る
健
康
被
害
に
係
る
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
等

に
よ
り
特
例
承
認
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
等
に
生
ず
る
損
失
に
つ
い
て
政
府
が
補
償
す
る
」
を
削

り
、

「
の
円
滑
な
実
施
」
を

「に
よ
る
健
康
被
害
の
迅
速
な
救
済
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
四
項
、
第
五
条
第
二
項
及
び
第
二
章
を
削
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
中

「独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
」
の
下
に

「
（平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二



号
）
」
を
加
え
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第

一
条
中
予
防
接
種
法
第
六
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定

、
同
法
第
七
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に

一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
法
第
八
条
、
第
九
条
、
第
二
十
二
条
第
二

項
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五
条
第
二
項
を
削
る
改
正
規
定
及
び
同
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二

条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

Ｚ
つ

。（新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
関
す
る
特
例
）

七
頁



人

頁

第
二
条
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ

つ
て
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法

律
第
百
十
四
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
七
項
第

一
号
に
掲
げ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十

一
年
四
月

二
十
人
旧
に
そ
の
発
生
に
係
る
情
報
を
公
表
し
た
も
の

（以
下
こ
の
条
に
お
い
で

「特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う

。
）
、
附
則
第

一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
前
に
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
感
染
症
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
発
生
に

係
る
情
報
を
公
表
し
た
も
の

（特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
く
。
）
の
う
ち
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
予
防
接

種
法
第
六
条
第

一
項
又
は
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
予
防
接
種
法

（以
下

「改
正
後
予
防
接
種
法
」
と
い
う
。
）
第

六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
二
類
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
も
の
及
び
附
則
第

一
条
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
後
に
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
該
当
す
る
も
の

と
し
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
発
生
に
係
る
情
報
を
公
表
し
た
も
の
の

う
ち
改
正
後
予
防
接
種
法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
二
類
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
も
の
に
係

る
改
正
後
予
防
接
種
法
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
予
防
接
種
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成



十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

一
項
中

「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
あ
る
の

は

「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
百
十
四

号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
七
項
第

一
号
に
掲
げ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
平
成
二
十

一
年
四
月
二
十
八
日
に

そ
の
発
生
に
係
る
情
報
を
公
表
し
た
も
の

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う
。
）
、
予
防

接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
　
　
　
口万
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「平
成
二
十
二
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第

一
条
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
前
に
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
該
当
す

る
も
の
と
し
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
発
生
に
係
る
情
報
を
公
表
し
た

も
の

（特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
く
。
）
の
う
ち
平
成
二
十
二
年
改
正
法
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
予
防
接

種
法
第
六
条
第

一
項
又
は
平
成
二
十
二
年
改
正
法
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
予
防
接
種
法

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「改
正
後
予
防
接
種
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
三
類
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
た
も
の
及
び
平
成
二
十
二
年
改
正
法
附
則
第

一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
後
に
感
染
症
法
第
六
条
第
七
項

九

頁



一
〇
頁

に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ

り
厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
発
生
に
係
る
情
報
を
公
表
し
た
も
の
の
う
ち
改
正
後
予
防
接
種
法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
に

規
定
す
る
二
類
疾
病
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、

「同
項
」
と
あ
る

の
は

「新
法
第
二
条
第

一
項
」
と
す
る
。

（地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
）

第
四
条
　
地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第

一
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
項
中

「第
六
条
」
を

「第
六
条
第

一
項
か
ら
第
二
項
ま

で
」
に
改
め
、

「同
条
第

一
項
」
の
下
に

「及
び
第
二
項
」
を
加
え
、

「及
び
」
を

「並
び
に
」
に
改
め
る
。

（住
民
基
本
台
帳
法
及
び
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
の

一
部
改
正
）

第
五
条
　
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中

「新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
を

「新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
改
め
る
。

一　

住
民
基
本
台
帳
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十

一
号
）
別
表
第

一
の
五
十
七
の
二
の
項

一
一　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
附
則
第
十
九
条
の
二

（見
出
し



を
含
む
。
）

（検
討
）

第
六
条
　
政
府
は
、
伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
及
び
ま
ん
延
の
状
況
、
改
正
後
予
防
接
種
法
の
規
定
の
施
行
の
状
況

等
を
勘
案
し
、
予
防
接
種
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

２
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
等
に
関
す
る
国
、
製
造
販
売

業
者

（薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第

一
項
の
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
を
受
け
た
者

を
い
う
。
）
等
の
関
係
者
の
役
割
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（政
令

へ
の
委
任
）

第
七
条
　
ン」
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

一　
一
頁



一
二
頁

理
　
由

我
が
国
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
実
施
状
況
等
に
か
ん
が
み
、
新

た
な
臨
時
の
予
防
接
種
の
実
施
方
法
を
定
め
る
等
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。


